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高い能力を持った看護師

地域社会における
保健・医療・福祉に貢献できる

生命と人格を尊重する
思いやり

豊かな感性と知性

校章の起源
外形のデザインは日医の会員

証に準拠するとともに秋田の A
を図案化しその中央に Medical 
Association のイニシャルを示
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たものである。
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制定である。





目　次目　次

教育理念教育理念	 ………………………………………………………………	 1

講師名簿講師名簿	 ………………………………………………………………	 14

基礎分野基礎分野

	 情報リテラシー	 ………………………………………………………………	 17

	 生物学	 ………………………………………………………………	 18

	 論理学	 ………………………………………………………………	 19

	 教育学	 ………………………………………………………………	 20

	 英語	 ………………………………………………………………	 21

	 人間関係論	 ………………………………………………………………	 22

	 文学	 ………………………………………………………………	 23

	 心理学	 ………………………………………………………………	 24

	 カウンセリング	 ………………………………………………………………	 25

	 社会学	 ………………………………………………………………	 26

	 倫理学	 ………………………………………………………………	 27

	 スポーツ科学	 ………………………………………………………………	 28

	 家族関係論	 ………………………………………………………………	 29

	 看護におけるホスピタリティ	 ………………………………………………………………	 30

専門基礎分野専門基礎分野

	 からだの仕組みと働きⅠ・Ⅱ・Ⅲ	 ………………………………………………………………	 31

	 形態機能学	 ………………………………………………………………	 34

	 生化学	 ………………………………………………………………	 35

	 栄養学	 ………………………………………………………………	 36

	 微生物学	 ………………………………………………………………	 37

	 病態学総論	 ………………………………………………………………	 38

	 呼吸器の病態論	 ………………………………………………………………	 39

	 循環器の病態論	 ………………………………………………………………	 40

	 消化器の病態論	 ………………………………………………………………	 41

	 腎・泌尿器の病態論	 ………………………………………………………………	 42

	 内分泌・代謝・造血の病態論	 ………………………………………………………………	 43

	 脳神経の病態論	 ………………………………………………………………	 44

	 運動器の病態論	 ………………………………………………………………	 45

	 生殖器の病態論	 ………………………………………………………………	 46

	 小児の病態論	 ………………………………………………………………	 47

	 精神の病態論	 ………………………………………………………………	 48

	 薬理学	 ………………………………………………………………	 49

	 健康科学	 ………………………………………………………………	 50

	 公衆衛生学	 ………………………………………………………………	 51

	 社会福祉	 ………………………………………………………………	 52

	 チーム医療論	 ………………………………………………………………	 53

	 関係法規Ⅰ	 ………………………………………………………………	 54

	 関係法規Ⅱ	 ………………………………………………………………	 55

専門分野専門分野

	 看護学概論	 ………………………………………………………………	 57

	 看護倫理	 ………………………………………………………………	 58



目　次目　次

	 看護研究概説	 ………………………………………………………………	 59

	 フィジカルアセスメントⅠ・Ⅱ	 ………………………………………………………………	 60

	 基本的技術Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ	 ………………………………………………………………	 62

	 看護過程	 ………………………………………………………………	 65

	 日常生活の援助技術Ⅰ・Ⅱ	 ………………………………………………………………	 66

	 診療の補助技術Ⅰ・Ⅱ	 ………………………………………………………………	 68

	 医療のカンファレンス	 ………………………………………………………………	 71

	 秋田を知る	 ………………………………………………………………	 72

	 暮らしの理解	 ………………………………………………………………	 73

	 地域・在宅看護概論	 ………………………………………………………………	 74

	 健康と暮らしを支える技術	 ………………………………………………………………	 75

	 健康と暮らしを支える看護	 ………………………………………………………………	 76

	 成人看護学概論	 ………………………………………………………………	 77

	 がんとともに生きる成人看護	 ………………………………………………………………	 79

	 生きているための成人看護	 ………………………………………………………………	 80

	 生きていくための成人看護	 ………………………………………………………………	 81

	 成人看護技術	 ………………………………………………………………	 82

	 成人・老年期の生命の危機にある人の看護	　……………………………………………………………	 83

	 成人・老年期の生を支え再構築する看護	 ………………………………………………………………	 84

	 老年看護学概論	 ………………………………………………………………	 85

	 健康障害をもつ高齢者の回復を促す看護	 ………………………………………………………………	 86

	 高齢者のより健康な生活を支援する看護	 ………………………………………………………………	 87

	 社会の中でともに育つ子ども	 ………………………………………………………………	 88

	 健康障害をもつ子どもとその家族	 ………………………………………………………………	 89

	 子どもの病気と看護	 ………………………………………………………………	 90

	 子どものケア	 ………………………………………………………………	 91

	 母性看護学概論	 ………………………………………………………………	 92

	 周産期ケア論	 ………………………………………………………………	 93

	 母性看護技術	 ………………………………………………………………	 94

	 周産期の健康逸脱と看護	 ………………………………………………………………	 95

	 精神看護学概論	 ………………………………………………………………	 96

	 精神看護技術	 ………………………………………………………………	 98

	 精神の健康障害と看護	 ………………………………………………………………	 99

	 精神障害者の日常生活援助	 ………………………………………………………………	 100

	 国際看護	 ………………………………………………………………	 101

	 災害看護	 ………………………………………………………………	 102

	 看護マネジメントと医療安全	 ………………………………………………………………	 103

	 看護の統合	 ………………………………………………………………	 105

臨地実習臨地実習

	 基礎看護学実習	 ………………………………………………………………	 107

	 地域・在宅看護論実習	 ………………………………………………………………	 108

	 成人・老年看護学実習	 ………………………………………………………………	 109

	 成人期の慢性期・終末期実習	 ………………………………………………………………	 110

	 老年看護学実習	 ………………………………………………………………	 111

	 小児看護学実習	 ………………………………………………………………	 112

	 母性看護学実習	 ………………………………………………………………	 113

	 精神看護学実習	 ………………………………………………………………	 114

	 看護の統合と実践	 ………………………………………………………………	 115



教教育育理理念念  

    豊かな感性と知性を有し、生命と人格を尊重する思いやりに満ち、秋田県のみならず広い社会

の保健・医療・福祉に貢献できる高い能力と行動力のある人を育成することを目指す。 

 

教教育育目目的的  

    豊かな人間性と医療人としての精神を育成し、科学的に判断する能力を養い、看護師としての

専門知識と技術を修得させ、専門職業人として地域社会の保健・医療・福祉に貢献できる看護師

を育成する。 

  

教教育育目目標標  

１ 生命を尊重し、人格を思いやることのできる豊かな人間性を身につけることができる。 

２ 生命の安全を保障するために必要な専門知識・技術・態度を基盤に看護を実践することがで

きる。 

３ 地域社会に関心を持ち、すべての保健・医療・福祉の分野に貢献できる。 

４ （生涯にわたって）自主的かつ継続的に自己啓発できる。 

 

学学年年目目標標  

33 年年次次  

１ 他職種の中で看護師の役割を実践できる。 

２ 自己の課題の達成に向け、計画的に取り組み達成状況を評価できる。 

        

  

２２年年次次  

１ 知的好奇心をもって自分なりに解決することができる。 

２ 科学的根拠をもち対象にあった看護実践ができる。 

３ 地域の特性に対して他職種との協力を得ながら解決方法を見出すことができる。 

４ 自己の学習課題を明確にして、目標をもって取り組むことができる。 

 

 

１１年年次次  

１ 物事や人間に対する興味や関心をもつことができる。 

２ 生命と人格を尊重でき、誰にでも思いやりをもった行 動ができる。 

３ 生命・安全を保障するための基本的な知識・技術・態度が理解できる。 

４ 自分の生活の場を知り、秋田県の特性が理解できる。 

５ 学習の必要性を理解し、学習習慣を身につけることができる。   
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看看護護のの主主要要概概念念のの定定義義  

  

人
間  

人間とは、「生」から「死」というライフサイクルにあり、恒常性や自然治癒力を備え基本

的欲求・自立心を持ち、発達段階や性別に応じた役割を持つ。さらに信念と理性や想像

力・創造力により自己実現を目指す。 

生まれながらに自由・平等であり、基本的な権利を有し尊厳が守られ、環境との関わり

の中で発達していく看護の対象である。  

環
境  

環境とは、人間を取り巻くすべてであり、社会・文化・自然を指し、人間との相互作用で変

化し健康に大きく影響し、影響される。  

健
康  

健康とは、身体的・精神的・社会的にバランスはとれた状態（最良な状態）であり、自分ら

しさを最大限に発揮して生活できる状態である。  

看
護  

看護とは、その人がその人らしくあるように健康の保持・増進・回復に関わることであり、

あらゆる成長・発達段階にある個人とその家族または集団を対象とする。そのために科

学的な根拠を持ち健康上の問題を明らかにし、問題を解決するために系統的に働きか

け対象者の日常生活を整え、自己感情の尊重と自己決定できるように援助する。  

教
育
・
学
習
者  

学習者とは、成人期にあって知識・技術・態度に対し向上しようと目的意識を持ち、達成

しようと努力する人であり教育の対象である。 

教育とは、知識・技術・態度を習得できるようにする事であり、学習者の可能性を引き出

し、その可能性を学習者が自ら主体的に伸ばしていけるように働きかける。  

人
間  

人間とは、「生」から「死」というライフサイクルにあり、恒常性や自然治癒力を備え基本

的欲求・自立心を持ち、発達段階や性別に応じた役割を持つ。さらに信念と理性や想像

力・創造力により自己実現を目指す。 

生まれながらに自由・平等であり、基本的な権利を有し尊厳が守られ、環境との関わり

の中で発達していく看護の対象である。  
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用用語語のの定定義義  

  

感性 
あらゆる物事や人間に対する興味や関心を持ち、これらに対する知的好奇心を

もって自分なりに解決しようとするプロセス。「生きる力」は感性に含める。 

知性 

知性とは、看護師としての知識を身につけ。専門的技能にすぐれ、看護におけ

る抽象的な概念を理解でき、さらにそれを言葉で表現できる能力を身につけて

いること。 

尊重 
人間の生命、人間としての尊厳を尊い者として重んじる。相手の気持ちを大切

に尊い者として敬意を示す。 

思いやり 

思いやりとは、人と共有することである。 

看護士として、相手の立場や気持ちを理解しようとする自然発生的ににじみ出

す心である。 

秋田 

秋田県は、少子高齢化が進み、生活習慣病の発生率が高く健康問題が深刻な

地域である。地域の特性を踏まえ疾病予防、健康増進などあらゆる場面で対応

していく総合的能力が必要とされる看護職が求められている。 

広い社会 

広い社会とは、地域に留まらず国内外の社会。 

広い社会には、国際的に広い視野で物事を見据えられる能力の基礎能力を表

し、広い社会には地域社会が含まれる。 

高い能力 
高い能力とは、あらゆる看護場面に対応できる判断能力・応用能力・問題解決

能力及び実践能力を発揮できる専門職としての能力をいう。 

育成 育成とは、養い育てること。立派に育てあげること。 

医療人 
医療人とは、医師・看護師をはじめとする医療・保健・福祉にたずさわるすべて

の人々をいう。 

看護師 

看護師とは、あらゆる看護場面に対応できる判断能力・応用能力・問題解決能

力及び実践能力を身につけ、対象を思いやれる人柄を有する専門職業人であ

る。 

あらゆる看護

場面 

各健康レベルや各ライフサイクルにある人々、医療施設の内外にとらわれずに

看護を必要とする場面である。 

地域社会 

地域社会には、すべての保健・医療・福祉が含まれ、地域住民に対するサービ

スも含まれる。 
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単位履修と学期・講義 

 
１ 単位履修 

科目別単位数は、1 単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容をもって構成する

ことを標準とし、次に掲げる基準により計算するものとする。 

（１） 1 単位の授業時間数は、講義及び演習は１５時間から３０時間まで、実験、実習及び実技 

については３０時間から４５時間までの範囲で構成するものとする。 

（２）臨地実習については、１単位を４５時間の実習をもって構成するものとする。 

 

〔単位の認定〕 

単位の修得は、講義に必要な時間数を出席し、その試験を合格した者に所定の単位を与

える。 

 

２ 学期 

１年次を２学期に分ける 前   期 ：  ４月１日から９月３０日 

後   期 ： １０月１日から３月３１日 

 

３ 授業時間 

    出校曜日 ： 月曜日から金曜日 

１  講 ： ９０分 

１  日 ： ４講 

１  週 ： ４０時間 

時限 授業時間 

SH R 

１時限 

２時限         ４講 

３時限 

4 時限 

８：５０ ～  ９：００ 

９：００ ～ １０：３０ 

１０：４０ ～ １２：１０ 

１３：１０ ～ １４：４０ 

１４：５０ ～ １６：２０ 

 

４ 実習時間 

     ８：３０～１６：１５ 

１単位 ４５時間（ ５日間）とする 

２単位 ９０時間（１０日間）とする 
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科科目目設設定定及及びび設設定定理理由由  
  

基基礎礎分分野野  

科目名と科目の設定理由 

情報リテラシー 情報社会に対応するために情報分析する知識と統計処理について理

解し、看護に応用できる基礎とする。  

生物学 生体を構成する細胞の構造や発生・遺伝などの生命の仕組みを理解す

ることで、人間理解の基礎とする。 

論理学 

 

論理的思考を学習することで、自らの思考を検証していく科学的態度を

養う。 

教育学 教育の基本的な考えを知り、健康教育・患者教育の基礎知識を理解

し、看護に必要な指導方法の基盤とする。 

英 語 広い視野にたって国際的に活躍できる素地を育成する。 

人間関係論 人間関係の形成に必要な知識や技術を学ぶことで、さまざまな場面に

おける対人関係成立の基礎とする。 

文 学 文学作品に触れることで、洞察力と感性を育てる。さらに読解力・表現

力を身につけることで人としての豊かさを育成する。 

心理学 人間の知覚、感情、認知、行動、心の発達を心理学的な立場から理解

し、人間理解の基盤とする。 

カウセリング 看護の対象となる人々の健康問題に共感的理解をもって解決に導くた

めの技術を習得する。 

社会学 社会に目を向け、社会の構造とそれを構成する人・家族・集団の関係や

機能を理解する。 

倫理学 生命をとりまく医療の現状を学び、生命の尊厳と人権擁護について理

解する。 

スポーツ科学 学生が自己の健康を維持・増進に必要な知識・技術の習得と実践を通

して、健康管理の方法を理解する。 

家族関係論 社会の最小単位である家族の在り方を通して、家族とは、家族関係と

は、家族と社会の関連などを学習することで、対象の理解を深めるとと

もに健康指導の実践能力を高める。 

看護におけるホスピ

タリティ 

接遇は組織のイメージを大きく左右するものである。医療組織の一員と

しての意識を持ち、安心感と信頼を与えることができる能力を育成す

る。 
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専専門門基基礎礎分分野野  

科目名と科目の設定理由 

からだの仕組み 

と働きⅠ 

人体を系統だて理解し、健康と疾病の理解の基礎とする。さらに、体の

細胞・組織・器官の生理機能を理解し、解剖学と関連づけ、疾病の成り

立ちの理解と回復の促進の援助技術の基礎とする。 からだの仕組み 

と働きⅡ 

からだの仕組み 

と働きⅢ 

形態機能学 人間が日常生活を営む上で、どのように身体の構造と機能を使い、生

活者として暮らしているかを学び、援助技術の基礎とする。 

生化学 生体を構成する物質や生体内の物質代謝について学び、健康維持の

方法や疾病による変化を理解し援助技術の基礎とする。 

栄養学 看護の対象となる人々の健康の保持・増進・あるいは回復のために健

康な食生活が営まれるための看護援助の基礎とする。 

微生物学 健康を脅かす微生物の働きと感染の関係、発生のメカニズムを理解し、

変化する感染症への対応や感染予防対策の基礎とする。 

病態学総論 疾病のメカニズム、疾病による機能障害と治療法を学ぶことで、健康の

回復増進の援助技術の基礎とする。 呼吸器の病態論 

循環器の病態論 

消化器の病態論 

腎・泌尿器の病態論 

内分泌・代謝・造血

の病態論 

脳神経系の病態論 

運動器の病態論 

生殖器の病態論 

小児の病態論 

精神の病態論 

薬理学 薬理作用や有害作用について学習することで、治療の促進、医療過誤

防止の基礎とする。  

健康科学 健康とは何か、健康の阻害因子など影響を与える要因は何か、また健

康の保持増進の方法とは何かを科学的に学び健康教育の基礎とする。 

公衆衛生学 環境が健康に及ぼす影響、健康を維持する上で必要な環境への働きな

ど、健康と環境の関係を学習することで、セルフケア能力を高めるため

の援助技術の基礎とする。 

社会福祉 社会福祉の概念と歴史を学び、福祉制度とサービスを理解し看護活動

に活かせる援助技術の基礎とする。 

チーム医療論 チーム医療の意義と目的を学び、各職種の専門性と多職種との協働、

各チームにおける機能・役割について理解し、チーム医療における看護

の役割を考える基礎とする。

関係法規Ⅰ 医療及び生活に関連した諸法規の種類や内容、看護職の法的責任を

学ぶことで、医療現場における安全確保の援助技術の基礎とする。 関係法規Ⅱ 
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専専門門分分野野  

科目名と科目の設定理由 

基礎看護学 看護の概念と看護の役割を認識し、人間の理解と看護実践の基礎的能

力を養う。 

地域・在宅看護論 地域・在宅で生活する人々と家族の健康を支援するために生活の基盤

である地域を理解し、健康と暮らしを継続的に支援することを学ぶ。 

成人・老年看護学 成人・老年における、各健康レベルの特徴を理解し、生命の維持・回復、

生活の再構築と日常生活への適応に向けた看護について理論と方法を

学ぶ。 

成人看護学 成人期にある人々の身体的・心理・社会的、スピリチュアル的特徴および

発達段階を理解し、あらゆる健康レベルにある成人期の対象が抱える健

康問題とそれらの解決を支援する看護について学ぶ。 

老年看護学 高齢者を取り巻く社会を理解し、高齢者の特徴と老化に応じた看護に必

要な基礎的知識、技術、態度を学ぶ。 

小児看護学 小児を次の時代を担う大切な存在であることを認識し、小児期にある人

たちが日々成長・発達し続けることを理解し、疾病や障害を持つ各期の

特徴を理解し、小児と家族、取り巻く人への看護の在り方を学ぶ。 

母性看護学 女性の健康を守るために学ぶべきことは、母性の概念や母子保健、リプ

ロダクティブヘルス/ライツ、ライフサイクル各期における看護など多岐に

わたる。このような女性の生涯の健康と次世代育成のための支援を学

ぶ。 

精神看護学 人間の健全な心の発達と心の健康に影響を与える要因を理解する。心

の健康を維持するための援助、心のバランスを崩している人や精神に障

害をもつ人とその家族に対する援助について学習する。その過程を通し

て自己洞察し得る態度を養う。 

看護の統合と実践 看護師は様々な環境下で、様々な価値観、文化的背景を持った対象に

対応できる能力を養う必要がある。また、組織の中での看護師の役割を

学び多職種と連携して対象を支援していく能力を育成する。さらに、対象

の状況に応じて既習の知識・技術・態度を引き出し、それらを統合した学

習場面から臨床判断能力を養う。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

－ 6－ － 7－



教教育育課課程程のの構構造造図図（（1199 期期生生・・2200 期期生生））  
基礎分野から専門基礎分野、そして専門分野の学習の統合である。 

臨臨地地実実習習：成人・老年健康管理実習、周手術期実習、成人慢性・終末期実習、老年看護学実習、小児看護学実習 

母性看護学実習、精神看護学実習、看護の統合と実践 

看看護護のの統統合合とと実実践践：国際看護、災害看護、看護マネジメントと医療安全、看護の統合 

精精神神看看護護学学：精神看護学概論、精神看護技術、精神の健康障害と看護、精神障害者の日常生活援助 

母母性性看看護護学学：母性看護学概論、周産期ケア論、母性看護技術、周産期の健康逸脱と看護 

小小児児看看護護学学：社会の中で共に育つ子ども、健康障害を持つ子どもとその家族、子どもの病気と看護、子どものケア 

老老年年看看護護学学：高齢者を支えるための看護、健康障害を持つ高齢者の回復を促す看護 

高齢者のより健康な生活を支援する看護 

成成人人・・老老年年看看護護学学：成人・老年期の生命の危機にある人の看護、成人・老年期の生を支え再構築する看護 

成成人人看看護護学学：社会の中の成人看護、がんとともに生きる看護、生きているための看護、生きていくための看護、成人看護技術 

臨臨地地実実習習：地域を知る実習、在宅看護論実習 

地地域域・・在在宅宅看看護護論論：秋田を知る、暮らしの理解、地域・在宅看護論、暮らしと環境、健康と暮らしを支える技術 

健康と暮らしを支える看護 

基基礎礎看看護護学学実実習習：基礎看護学実習Ⅰ、基礎看護学実習Ⅱ、基礎看護学実習Ⅲ 

基基礎礎看看護護学学：看護学概論、看護倫理、看護研究概説、フィジカルアセスメント 

専専門門分分野野  

健健康康支支援援とと社社会会保保障障制制度度：健康科学・公衆衛生学・社会福祉・チーム医療・関係法規Ⅰ～Ⅱ 

疾疾病病のの成成りり立立ちちとと回回復復のの促促進進：：病態学総論・呼吸器の病態論・循環器の病態論・消化器の病態論・腎・泌尿器の病態論 

内分泌・代謝・造血の病態論・脳神経の病態論・運動器の病態論・生殖器の病態論 

小児の病態論・精神の病態論・薬理学 

人人体体のの構構造造とと機機能能：からだの仕組みと働きⅠ～Ⅲ・形態機能学・生化学・栄養学・微生物学 

人人間間とと生生活活、、社社会会のの理理解解：人間関係論・文学・心理学・カウセリング・社会学・倫理学 
スポーツ科学・家族関係論・看護におけるホスピタリティ

科科学学的的思思考考のの基基盤盤：情報リテラシー・生物学・論理学・教育学・英語

専専門門基基礎礎分分野野  

基基礎礎分分野野  
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専専門門分分野野  
 

教教育育課課程程のの構構造造図図（（2211 期期生生））  
基礎分野から専門基礎分野、そして専門分野の学習の統合である。 

 
  
  

臨臨地地実実習習： 

看護の統合と実践 

地域・在宅看護論実習、成人・老年期の周手術期実習、成人期の慢性・終末期実習、老年看護学実習Ⅰ・Ⅱ、 

小児看護学実習、母性看護学実習、精神看護学実習、 

成人・老年健康管理実習 

基礎看護学実習Ⅰ、基礎看護学実習Ⅱ、基礎看護学実習Ⅲ 

看看護護のの統統合合とと実実践践：国際看護、災害看護、看護マネジメントと医療安全、看護の統合 

精精神神看看護護学学：精神看護学概論、精神看護技術、精神の健康障害と看護、精神障害者の日常生活援助 

母母性性看看護護学学：母性看護学概論、周産期ケア論、母性看護技術、周産期の健康逸脱と看護 

小小児児看看護護学学：小児看護学概論、健康障害を持つ子どもとその家族、子どもの病気と看護、子どものケア 

老老年年看看護護学学：老年看護学概論、健康障害を持つ高齢者の回復を促す看護 

高齢者のより健康な生活を支援する看護 

成成人人看看護護学学：成人看護学概論、がんとともに生きる看護、生きているための看護、生きていくための看護、成人看護技術 

成成人人・・老老年年看看護護学学：成人・老年期の生命の危機にある人の看護、成人・老年期の生を支え再構築する看護 

地地域域・・在在宅宅看看護護論論：秋田を知る、暮らしの理解、地域・在宅看護論、暮らしと環境、健康と暮らしを支える技術 

            健康と暮らしを支える看護 

基基礎礎看看護護学学：看護学概論、看護倫理、看護研究概説、フィジカルアセスメントⅠ・Ⅱ、基本的技術 1～Ⅲ、看護過程、 

        日常生活の援助技術Ⅰ・Ⅱ、診療の補助技術Ⅰ・Ⅱ、医療のカンファレンス 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

人人間間とと生生活活、、社社会会のの理理解解：人間関係論・文学・心理学・カウセリング・社会学・倫理学 
スポーツ科学・家族関係論・看護におけるホスピタリティ 

      科科学学的的思思考考のの基基盤盤：情報リテラシー・生物学・論理学・教育学・英語 

健健康康支支援援とと社社会会保保障障制制度度：健康科学・公衆衛生学・社会福祉・チーム医療・関係法規Ⅰ～Ⅱ 

疾疾病病のの成成りり立立ちちとと回回復復のの促促進進：：病態学総論・呼吸器の病態論・循環器の病態論・消化器の病態論・腎・泌尿器の病態論 

                     内分泌・代謝・造血の病態論・脳神経の病態論・運動器の病態論・生殖器の病態論 

小児の病態論・精神の病態論・薬理学 

人人体体のの構構造造とと機機能能：からだの仕組みと働きⅠ～Ⅲ・形態機能学・生化学・栄養学・微生物学 

専専門門基基礎礎分分野野  
 

基基礎礎分分野野  
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単位 時間
情報リテラシー 1 30 1 30
生物学 1 30 1 30
論理学 1 30 1 30
教育学 1 15 1 15
英語 1 30

計　　 5 135 4 105
人間関係論 1 30 1 30
文学 1 30 1 30
心理学 1 30 1 30
カウンセリング 1 30
社会学 1 30 1 30
倫理学 1 15 1 15
スポーツ科学 1 15 1 15
家族関係論 1 30 1 30
看護におけるホスピタリティ 1 15 1 15

計　　 9 225 8 195
14 360 12 300

からだの仕組みと働きⅠ 1 30 1 30
からだの仕組みと働きⅡ 1 30 1 30
からだの仕組みと働きⅢ 1 15 1 15
形態機能学 1 30 1 30
生化学 1 30 1 30
栄養学 1 15 1 15
微生物学 1 30 1 30

計　　 7 180 7 180
病態学総論 1 15 1 15
呼吸器の病態論 1 30 1 30
循環器の病態論 1 30 1 30
消化器の病態論 1 30 1 30
腎・泌尿器の病態論 1 30 1 30
内分泌・代謝・造血の病態論 1 30
脳神経の病態論 1 15
運動器の病態論 1 15
生殖器の病態論 1 15
小児の病態論 1 15
精神の病態論 1 30
薬理学 1 30

計　　 12 285 5 135
健康科学 1 15 1 15
公衆衛生学 1 15 1 15
社会福祉 1 30
チーム医療論 1 15
関係法規Ⅰ 1 15
関係法規Ⅱ 1 15

計　　 6 105 2 30
25 570 14 345

看護学概論 1 30 1 30
看護倫理 1 15
基本的技術Ⅰ 1 15 1 15
基本的技術Ⅱ 1 15 1 15
基本的技術Ⅲ 1 15 1 15
日常生活の援助技術Ⅰ 1 30 1 30
日常生活の援助技術Ⅱ 1 30 1 30
フィジカルアセスメントⅠ 1 15 1 15
フィジカルアセスメントⅡ 1 15 1 15
診療の補助技術Ⅰ 1 15 1 15
診療の補助技術Ⅱ 1 15 1 15
看護過程 1 30 1 30
看護研究概説 1 30
医療のカンファレンス 1 15 1 15

計　　 14 285 12 240
秋田を知る 1 15 1 15
暮らしの理解 1 15 1 15
地域・在宅看護概論 1 15 1 15
暮らしと環境 1 15
健康と暮らしを支える技術 1 30
健康と暮らしを支える看護 1 30

計　　 6 120 3 45
成人看護学概論 1 30 1 30
がんとともに生きる成人看護 1 30
生きているための成人看護 1 30
生きていくための成人看護 1 30
成人看護技術 1 15

計　　 5 135 1 30
成人・老年期の生命の危機にある人の看護 1 30
成人・老年期の生を支え再構築する看護 1 30

計　　 2 60
老年看護学概論 1 15 1 15
健康障害をもつ高齢者の回復を促す看護 1 30
高齢者のより健康な生活を支援する看護 1 30

計　　 3 75 1 15
小児看護学概論 1 30
健康障害をもつ子どもとその家族 1 30
子どもの病気と看護 1 15
子どものケア 1 30

計　　 4 105
母性看護学概論 1 30
周産期ケア論 1 30
母性看護技術 1 15
周産期の健康逸脱と看護 1 30

計　　 4 105
精神看護学概論 1 30 1 30
精神看護技術 1 15
精神の健康障害と看護 1 30
精神障害者の日常生活援助 1 30

計　　 4 105 1 30
国際看護 1 15
災害看護 1 15
看護マネジメント 1 15
医療安全 1 15
看護の統合 1 15

計　　 5 75
47 1065 18 360

基礎看護学実習Ⅰ 1 45 1 45
基礎看護学実習Ⅱ 1 45 1 45
基礎看護学実習Ⅲ 2 90
地域・在宅看護論実習 2 90
成人・老年期の健康管理実習 1 45
成人・老年期の周手術期実習 2 90
成人期の慢性・終末期実習 2 90
老年看護学実習Ⅰ 2 90
老年看護学実習Ⅱ 2 90
小児看護学実習 2 90
母性看護学実習 2 90
精神看護学実習 2 90
看護の統合と実践 2 90

臨地実習小計　　 23 1035 2 90
109 3030 46 1095

看護の統合と実践

 専門分野小計　　

臨地実習

３分野・臨地実習合計

専
門
分
野

基礎看護学

地域・在宅看護論

成人看護学

成人・老年看護学

老年看護学

小児看護学

母性看護学

精神看護学

基
礎
分
野

科学的思考の基礎

人間と生活・社会の理解

基礎分野小計　　

専
門
基
礎
分
野

人体の構造と機能

疾病の成り立ちと回復の促進

健康支援と社会保障制度

専門基礎分野小計　　

令和8年度教育課程 （学年別の授業科目・単位数・時間数 ）２１期生
教　育　内　容 授　業　科　目　 単位 時間 １年次
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単位 時間
情報リテラシー 1 30 1 30
生物学 1 30 1 30
論理学 1 30 1 30
教育学 1 15 1 15
英語 1 30

計　　 5 135 4 105
人間関係論 1 30 1 30
文学 1 30 1 30
心理学 1 30 1 30
カウンセリング 1 30
社会学 1 30 1 30
倫理学 1 15 1 15
スポーツ科学 1 15 1 15
家族関係論 1 30 1 30
看護におけるホスピタリティ 1 15 1 15

計　　 9 225 8 195
14 360 12 300

からだの仕組みと働きⅠ 1 30 1 30
からだの仕組みと働きⅡ 1 30 1 30
からだの仕組みと働きⅢ 1 15 1 15
形態機能学 1 30 1 30
生化学 1 30 1 30
栄養学 1 15 1 15
微生物学 1 30 1 30

計　　 7 180 7 180
病態学総論 1 15 1 15
呼吸器の病態論 1 30 1 30
循環器の病態論 1 30 1 30
消化器の病態論 1 30 1 30
腎・泌尿器の病態論 1 30 1 30
内分泌・代謝・造血の病態論 1 30
脳神経の病態論 1 15
運動器の病態論 1 15
生殖器の病態論 1 15
小児の病態論 1 15
精神の病態論 1 30
薬理学 1 30

計　　 12 285 5 135
健康科学 1 15 1 15
公衆衛生学 1 15 1 15
社会福祉 1 30
チーム医療論 1 15
関係法規Ⅰ 1 15
関係法規Ⅱ 1 15

計　　 6 105 2 30
25 570 14 345

看護学概論 1 30 1 30
看護倫理 1 15
基本的技術Ⅰ 1 15 1 15
基本的技術Ⅱ 1 15 1 15
基本的技術Ⅲ 1 15 1 15
日常生活の援助技術Ⅰ 1 30 1 30
日常生活の援助技術Ⅱ 1 30 1 30
フィジカルアセスメントⅠ 1 15 1 15
フィジカルアセスメントⅡ 1 15 1 15
診療の補助技術Ⅰ 1 15 1 15
診療の補助技術Ⅱ 1 15 1 15
看護過程 1 30 1 30
看護研究概説 1 30
医療のカンファレンス 1 15 1 15

計　　 14 285 12 240
秋田を知る 1 15 1 15
暮らしの理解 1 15 1 15
地域・在宅看護概論 1 15 1 15
暮らしと環境 1 15
健康と暮らしを支える技術 1 30
健康と暮らしを支える看護 1 30

計　　 6 120 3 45
成人看護学概論 1 30 1 30
がんとともに生きる成人看護 1 30
生きているための成人看護 1 30
生きていくための成人看護 1 30
成人看護技術 1 15

計　　 5 135 1 30
成人・老年期の生命の危機にある人の看護 1 30
成人・老年期の生を支え再構築する看護 1 30

計　　 2 60
老年看護学概論 1 15 1 15
健康障害をもつ高齢者の回復を促す看護 1 30
高齢者のより健康な生活を支援する看護 1 30

計　　 3 75 1 15
小児看護学概論 1 30
健康障害をもつ子どもとその家族 1 30
子どもの病気と看護 1 15
子どものケア 1 30

計　　 4 105
母性看護学概論 1 30
周産期ケア論 1 30
母性看護技術 1 15
周産期の健康逸脱と看護 1 30

計　　 4 105
精神看護学概論 1 30 1 30
精神看護技術 1 15
精神の健康障害と看護 1 30
精神障害者の日常生活援助 1 30

計　　 4 105 1 30
国際看護 1 15
災害看護 1 15
看護マネジメント 1 15
医療安全 1 15
看護の統合 1 15

計　　 5 75
47 1065 18 360

基礎看護学実習Ⅰ 1 45 1 45
基礎看護学実習Ⅱ 1 45 1 45
基礎看護学実習Ⅲ 2 90
地域・在宅看護論実習 2 90
成人・老年期の健康管理実習 1 45
成人・老年期の周手術期実習 2 90
成人期の慢性・終末期実習 2 90
老年看護学実習Ⅰ 2 90
老年看護学実習Ⅱ 2 90
小児看護学実習 2 90
母性看護学実習 2 90
精神看護学実習 2 90
看護の統合と実践 2 90

臨地実習小計　　 23 1035 2 90
109 3030 46 1095

看護の統合と実践

 専門分野小計　　

臨地実習

３分野・臨地実習合計

専
門
分
野

基礎看護学

地域・在宅看護論

成人看護学

成人・老年看護学

老年看護学

小児看護学

母性看護学

精神看護学

基
礎
分
野

科学的思考の基礎

人間と生活・社会の理解

基礎分野小計　　

専
門
基
礎
分
野

人体の構造と機能

疾病の成り立ちと回復の促進

健康支援と社会保障制度

専門基礎分野小計　　

令和8年度教育課程 （学年別の授業科目・単位数・時間数 ）２１期生
教　育　内　容 授　業　科　目　 単位 時間 １年次
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科目名 
 

呼吸器の病態論 

講義担当 
 

伊多波 未来 

福井 伸 

所属 
 

市立秋田総合病院 

秋田厚生医療センター 

履修時期 １年次後期 単位数 １単位 時間数 ３０時間 

受講上の留意点 

 

 

科目のねらい・授業目標 

 

・呼吸器障害の特徴と治療・検査について理解する。 

 

授業回数 学習内容 方法 備考 

1 回目 
１ 呼吸器系の基礎 

 

 1)呼吸器の構造と機能 

  

 2)症状とその病態について 

 

講義 伊多波未来 

2 回目 

3 回目 

4 回目 

5 回目 
 

２ 呼吸器系の臨床 

 

 1)診断・検査・治療・処置について 

 

  (1)検  査 画像・内視鏡・生検 

   

  (2)治療・処置 吸入療法・酸素療法・ 

胸腔ドレナージ・手術療法 

 

 

 

講義 福井 伸 

6 回目 

7 回目 

8 回目 

9 回目 

10 回目 

11 回目  

 2)疾患の理解 

  (1)感染症 

 

  (2)間質性肺疾患・起動疾患・呼吸器不全・肺腫瘍・ 

胸膜疾患 
講義 福井 伸 

12 回目 

13 回目 

14 回目 

15 回目 

16 回目 試験 

評価方法 
 

筆記試験によるが授業態度も加味する。 

試験は 2回行う。 

使用するテキスト 
 

系統看護学講座 専門分野 成人看護学 ［２］呼吸器 医学書院 

参考文献 

 

秋田市医師会立秋田看護学校 
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臨地実習
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成成人人・・老老年年看看護護学学実実習習  
  

ⅠⅠ..実実習習のの目目的的 ・・ 目目標標   

11 ..成成人人 ・・ 老老年年期期のの健健康康管管理理実実習習   

実習目的  地域に暮らす成人期 ・ 老年期にある人の健康保持 ・ 増進 ・ 疾病予防活動におけ

る看護の実際と役割について学ぶ。 

実習目標  1 .地域における健康増進活動の実際を理解する。 

2 .地域における健康増進活動の内容と看護の役割について理解する。 

3 .保 健 所や市町村保健センター・ 保 健 センター・ 産 業保健室等の機能 と役割 を

理解する。 

  

22 ..成成人人 ・・ 老老年年期期のの周周手手術術期期実実習習   

実習目的  周手術期における対象の病態、治療およびそれに伴う対象とその家族の心理 ・社

会的側面 を理解 し、状況の変化に応 じて、回復および適応への援助ができる能

力を習得する。また、クリティカルケアの場における生命維持のための看護 と、対

象の人権擁護家族に対する支援を考慮した看護のあり方を学ぶ。 

実習目標  1 .対象 とその家族を包括的に理解し、援助の必要性を判断する。 

2 .対象 とその看護に対して、状況に応じた看護を展開できる。 

3 .対象 とその家族とのかかわりを通して、倫理的な判断や行動ができるための能  

力を習得する。 

4 .周手術期看護における看護チームの機能および他職種との連携 ・協働の 

必要性とそのあり方を学ぶ。 

5 .クリティカルケアの場を見学することで特殊な環境における看護のあり方 を考え

る。 

  

ⅡⅡ..実実習習方方法法   

1 ..実 習単位 ・時期 ・期間  

 実習単位  実習時期  実習期間  

成人 ・老年期の健康管理実習  1 単位  ４ ５時間  2 年次  後期  5 日間  

成人 ・老年期の周手術期実習  2 単位  ９ ０時間  3 年次  前 ・ 後期  10 日間  

 

2 .実習施設 ：秋田市保健所 ・県内各市町保健センター、健康管理センター、企業保健室、 

市立秋田総合病院、秋田厚生医療センター、他実習要項参照  

3 .実習方法  

成人 ・老年期の健康管理実習は５日間を 1 クールとし実施する。 

成人期の慢性期 ・終末期実習は 10 日間を 1 クールとし実施する。 

1)受け持ちは実習指導者 ・教員で選定し、学生が決定する。 

2)実習配置 ：配置表を参照  

3)実習記録 ：既定の実習記録用紙を使用  

4)カンファレンス 

4 .見学実習  

 見学実習においては、対象の健康レベルの特徴をとらえて看護の方法を理解する 

5 .その他  

 実習事前準備として、成人期におけるあらゆる発達段階と健康問題 、生活と健康問題 、各健康レ

ベルの特性と健康レベルに応 じた看護 、各機能障害の特性 (メカニズムと役割 、アセスメント、生命 ・

生活への影響、主な症状 ・検査 ・治療 、一般的な疾患 )と看護を学習して実習に臨むこと 

 

ⅢⅢ..実実習習のの評評価価   

1 .評価対象 ：学習内容 ・学習行動 ・看護過程、実習記録、出席状況  

2 .評価者 ：実習指導者と教員の両者で行うが、最終評価は教員が行う 

3 .評価基準 ：評価表に基づき評価する 

4 .単位認定 ：実習終了後に評価し、単位認定とする 

5 .単位認定の条件 ：単位認定は学則に基づく 
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小小児児看看護護学学実実習習  
  

  

ⅠⅠ..実実習習のの目目的的 ・・ 目目標標   

  

11 ..小小児児看看護護学学実実習習   

実習目的  小児 、家族および取 り巻 く人々を総合的にとらえ、これまで学んだ知識 ・ 技術 ・ 態度

を統合し看護を必要としている人々に看護実践できる能力を養う 

実習目標  1 .健康な小児の成長発達の特徴と必要な支援について理解できる 

2 .小児各期の成長 ・発達段階に応じた接し方ができる 

3 .健康の保持増進 ・疾病予防のための援助ができる 

4 .患児の成長 ・発達段階、健康レベルにあわせた看護計画を立案することができる 

5 .健康障害が小児と家族および取り巻 く人々に及ぼす影響を理解することができる 

6 .医療チームの一員としての役割が理解できる 

  

ⅡⅡ..実実習習方方法法   

1 .実習単位 ： 2 単位 90 時間  

2 .実習時期 ： 3 年前 ・後期  

3 .実習施設 ：市立秋田総合病院、秋田厚生医療センター、市内の保育所  

4 .実習方法 ： 10 日間を 1 クールとし実施  

1)病棟実習では、小児 1 名を受け持ち、看護計画を立案、実施 、評価する 

2)外来実習では、乳児健診、予防接種を見学し、必要な看護技術を実践する 

3)実習配置 ：配置表を参照  

4)実習記録 ：既定の実習記録用紙を使用  

5 学内実習 ：乳児健診時の身体計測と予防接種に必要な看護技術を実践する 

6 .その他 ：事前学習として以下の項目を学習して臨むこと 

1)各期の子どもの特徴 ・成長 ・発達と日常生活援助  

2)病期における子どもと家族のアセスメントの特徴  

3)健康障害をもつ子どもと家族への看護  

4)子どものフィジカルアセスメント（ バイタルサイン測定 、身体計測、診察時の介助 ）  

5 )小児の疾患と看護   

6 )検査と看護   

7 )治療と看護  ： 吸入療法、酸素療法、食事療法、輸液療法  

  

ⅢⅢ..実実習習のの評評価価   

1 .評価対象 ：学習内容 ・学習行動、実習記録、出席状況  

2 .評価者 ：病棟実習指導者と実習指導担当教員の両者で行うが、最終評価は教員が行う 

3 .評価基準 ：評価表に基づき評価する 

4 .単位認定 ：実習終了後に評価し、単位認定とする 

5 .単位認定の条件 ：単位認定は学則に基づく 
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